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令和５年度 一般会計補正予算（第３号）令和５年度 一般会計補正予算（第３号）

2億2,861万7千円2億2,861万7千円 《一般会計予算総額》

283億2,654万円

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会

（会
期　

６
月
12
日
～
６
月
30
日
）

6
月
12
日
か
ら
第
２
回

定
例
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
報
告
５
件
、

７
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
に

審
議
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決

し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
は
請
願
３

件
を
採
択
し
、
意
見
書
３
件
を

可
決
し
ま
し
た
。

19
日
、
20
日
、
21
日
の
３
日

間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
一
般
質

問
に
は
、
12
人
の
議
員
が
登
壇

し
、
執
行
部
と
活
発
な
論
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

（
７
～
19
ペ
ー
ジ
参
照
）

追加

６月定例会（主な議決事項）

6月12日議決　第3号補正予算の一部を紹介

佐藤さんご家族（三重町市場在住）

【智美さんコメント】

物価が上がって本当に困っ

てます。特に食用油、卵、鮮

魚が高騰していて、家計の

やりくりも一苦労です。

今回の支援は大変

助かります。本音を

言えば「給食費は

継続的に無償」に

してもらえること

を希望します！！

允彦くん(中3)

玲旺くん(中１)

彪駕くん(小4)

結羽ちゃん(3)

智美さん(35)

浩幸さん(32)

紅羽ちゃん(小3)

紗羽ちゃん(5)

住民税非課税世帯等に対する支援‼

子育て支援‼

★低所得者を対象に、エネルギー・食料品等の価格高騰による経済的負担を軽減

★エネルギー・食料品等の価格高騰に伴う子育て世代の経済的負担を軽減（1人当たり）

住民税非課税世帯を中心として、

＊令和4年度に給付された方は8月下旬給付予定

▶詳しくは、社会福祉課生活保護係まで（☎0974-22-3093）

▶詳しくは、子育て支援課（☎0974-22-1072）、学校教育係まで（☎0974-22-1143）

１世帯当たり を支給する。３万円

就学前の子ども 小学生 中学生

月額5,000円 給付 給食費4,000円 免除 給食費4,300円 免除

　【給付・免除期間】 R5.7月～R5.12月（6か月）

【撮影場所】 三重全天候型運動場【撮影場所】 三重全天候型運動場
（第82号2023.8） 2



令和５年度 一般会計補正予算（第４号）令和５年度 一般会計補正予算（第４号）

8億2,170万5千円8億2,170万5千円 《一般会計予算総額》

　291億4,824万5千円追加

６月定例会（主な議決事項）

6月30日議決　第4号補正予算の一部を紹介

社会福祉施設への支援‼

新・放課後児童クラブ開設決定！

エイトピアおおの　大ホール・小ホールの舞台照明・音響設備等
開館25年をむかえ、いよいよ大規模改修決定！

隣保館仮事務所の解体に
	 　　伴う工事請負費の追加

電力・ガス・食料品等の価格高騰対策‼

★エネルギー・食料品等の価格高騰に伴う影響を受けている社会福祉施設等の運営継続を支援

放課後児童クラブの開所に伴う

準備経費に対する補助金

障がい者施設等 高齢者施設 子育て関連施設
電気代等　事業総額 電気代等　事業総額 電気代等　事業総額

500万円 2,552万2千円 586万5千円
補助 補助 補助

農家負担軽減 畜産農家負担軽減 商業活性化支援

ピーマン・小ねぎハウス 肉用牛、乳用牛、豚、鶏 プレミアム付商品券

資材高騰対策　総額 配合飼料及び粗飼料　総額 プレミアム率30%

706万6千円 3,451万3千円 9,500万5千円
補助 補助 30,000冊発行

1，260万円 1，614万8千円 
R6．4月開設

開設予定地

三重町玉田

解体工事請負費

※１　予算は単一年度で完結するのが原則ですが、1つの事業や事務が単年度で終了しない場合には、

　　　 あらかじめ後の年度の債務を約束することを予算で決めておきます。 これを債務負担行為といいます。

２２０万円

３億２,４５０万円

Ｒ５年度分

工事監理業務委託料

工事請負費 7億6,857万円 10億9,527万円

Ｒ6年度分　債務負担行為※１ ２カ年　合計

小ホール小ホール　大ホール　大ホール
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６月定例会（主な議決事項、委員会審査報告）

豊後大野市職員の特殊勤務手当支給条例の一部改正

特殊勤務手当の一部廃止特殊勤務手当の一部廃止

新
型コロナウイルス感染症が 「感染症の予防

及び感染症の患者に対する医療に関する法

律」 の5類感染症に位置づけられたことに伴い、

新型コロナウイルス感染症患者等に対して作業を

行った場合における職員の特殊勤務手当を廃止す

るもの。

※この手当は令和 2 年 12 月定例会で新設の条例改

正が可決され、 支給されていました。

総
務
常
任
委
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

等
に
対
し
て
作
業
を
行
っ
た
場
合
に
お

け
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を
廃
止
し

す
る
も
の
で
す
。

本
議
案
に
つ
い
て
は
、
『
対
象
火
気
設

備
等
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
並
び
に

対
象
火
気
器
具
等
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
省
令
』
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

改
正
案
で
は
、
急
速
充
電
設
備
は
電

気
自
動
車
等
に
コ
ネ
ク
タ
ー
を
用
い
て

充
電
す
る
設
備
で
あ
る
こ
と
と
し
、
充

電
対
象
は
電
気
を
動
力
源
と
す
る
自
動

車
、
原
動
機
付
き
自
転
車
、
船
舶
、
航

空
機
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

と
し
て
い
ま
す
。

５
類
に
移
行
し
た
あ
と
も
、
感
染
症

全
般
に
対
す
る
対
策
と
し
て
は
基
本
的

に
変
わ
り
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
現
場
で
の
活
動
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

●
豊
後
大
野
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当	

　
支
給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
豊
後
大
野
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

主
に
消
防
職
員
を
対
象
に
し
た
も

の
だ
と
聞
い
て
い
る
が
、
５
類
感
染
症

に
移
行
し
て
か
ら
１
１
９
番
通
報
が

あ
っ
た
場
合
、
今
ま
で
と
の
対
応
に
違

い
は
あ
る
の
か
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
２
件
と
請
願
１
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ 

可
決
、
採
択
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

委員会審査報告 
議会で上程された議案は、各常任委員会
（総務・厚生文教・産業建設）に付託され、
それぞれ審議されました。

66月定例会の条例関係議案紹介月定例会の条例関係議案紹介
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６月定例会（主な議決事項、委員会審査報告）

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

大
分
都
市
広
域
圏
全
体
の
生
活
関
連

機
能
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
中
に
お

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
す
る
た

め
、
住
民
が
気
軽
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
導
入

し
て
い
る

「
大
分
公
共
施
設
案
内
予
約

シ
ス
テ
ム
」
に
全
天
候
型
運
動
場
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

下
自
在
馬
場
線
は
、
旧
緒
方
工
業
高

校
跡
地
の
道
路
整
備
事
業
に
伴
い
、
整

備
さ
れ
た
路
線
を
新
た
に
市
道
認
定
す

る
も
の
。
あ
か
い
屋
根
線
は
主
要
地
方

道
三
重
弥
生
線
の
改
良
工
事
に
よ
る
線

形
変
更
に
伴
い
、
大
分
県
よ
り
移
管
を

受
け
た
旧
道
部
分
を
新
た
に
市
道
に
認

定
す
る
も
の
。
久
成
線
は
三
重
町
内
田

の
開
発
行
為
に
伴
い
、
地
区
か
ら
市
道

認
定
要
望
が
あ
っ
た
路
線
で
、
新
た
に

市
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

関
係
団
体
と
協
議
を
し
、
市
内
の

住
民
の
利
用
を
優
先
す
る
よ
う
な
形
に

調
整
し
ま
す
。

※
大
分
公
共
施
設
案
内
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

社
会
教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

終
点
か
ら
先
は
開
発
行
為
の
区
域

外
で
あ
り
、
市
道
認
定
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
将
来
的
に
は
現
地
の
条
件
や
地

元
の
要
望
等
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
公
の
施
設
を
他
の
普
通
地
方
公
共
団
体

　
の
住
民
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
に
関
す

　
る
協
議
に
つ
い
て

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
外
の
利
用
者
が
増
え
る
と
、
市

内
の
利
用
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
な
い

状
況
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

吹
上
２
号
線
と
こ
の
久
成
線
は
つ

な
が
っ
て
お
ら
ず
、
終
点
か
ら
吹
上
２

号
線
ま
で
の
区
間
は
な
ぜ
つ
な
げ
な
い

の
か
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
１
件
と
請
願
１
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
、
採
択
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
１
件
と
請
願
１
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

▲下自在馬場線
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６月定例会 （賛否一覧、 人事案件）

※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　田嶋栄一議員は議長職のため表決権はありません。

会　　派　　名
議
決
年
月
日

議
決
結
果

新政会 れいめい会 緑政会 政友会 創生会

  　　　　　　　　　　　　　議員名  
件　名　　　　　　　　　　　　 

穴
見
　
眞
児

吉
藤
　
里
美

嶺
　
　
英
治

後
藤
　
雅
克

高
野
　
辰
代

工
藤
　
秀
典

原
田
　
健
蔵

春
野
　
慶
司

佐
藤
　
昭
生

首
藤
　
正
光

川
野
　
優
治

沓
掛
　
義
範

小
野
　
順
一

佐
藤
　
辰
己

赤
峰
　
映
洋

衞
藤
　
竜
哉

川
野
　
辰
徳

人事案件

豊後大野市教育委員会教育長の任命について 6月 12日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補正予算

令和5 年度豊後大野市一般会計補正予算 （第 3 号） 6月 12日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和5年度豊後大野市一般会計補正予算 （第4号） 6月 30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

条例の一部改正等

豊後大野市職員の特殊勤務手当支給条例の一部改正に
ついて

6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市火災予防条例の一部改正について 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般

公の施設を他の普通地方公共団体の住民の利用に供する

ことに関する協議について
6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道路線の認定について 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願 ・ 意見書

地方財政の充実 ・ 強化を求める意見書採択に関する 
請願書

6月30日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゆたかな学びの実現 ・ 教職員定数改善と義務教育費国庫

負担制度２分の１復元をはかるための、 2024 年度政府

予算に係る意見書採択の要請について

6月30日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2023 年度大分県最低賃金の改正等に関する意見書の

請願
6月30日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方財政の充実 ・強化に関する意見書 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゆたかな学びの実現と教職員定数の改善及び義務教育費

国庫負担制度拡充に係る意見書
6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2023 年度大分県最低賃金の改正等に関する意見書 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況(令和5年第2回定例会）

人事案件教育委員会教育長
教育委員会教育長の任命（再任）

▶ 下田　博 氏（67歳）

同
意

〔三重町〕

任期：
自：令和５年６月１３日
至：令和８年６月１２日
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川野辰徳 （８ページ）

•	 事務事業評価について

•	 関係人口交流拠点施設 「cocomio」 について

•	 市民と市長との定期的な交流会について

嶺　英治 （14 ページ）

•	 観光施設等の再生について

•	 就労人口の確保について

衞藤竜哉 （９ページ）

•	 重要文化的景観について

•	 市有地の活用と空き家対策について

工藤秀典 （15 ページ）

•	 旧朝地支所の跡地利用の計画について

•	 鳥獣被害対策として支給している電気柵に対する

補助金について

•	 帯状疱疹に対する予防接種の補助について

川野優治 （10 ページ）

•	 人口減少対策について

•	 耕作放棄地の管理について

春野慶司 （16 ページ）

•	 豊後大野市火葬場の残骨灰の処理業務を一般

競争入札に付すことについて

•	 人口減少を食い止めるための施策としての企業

誘致及び現存誘致企業との連絡調整について

•	 国の異次元の少子化対策による補助金 （どのような

名目で来るかは定かではないが） の使途について

佐藤昭生 （11 ページ）

•	 市民の健康管理について

•	 マイナンバーカードを利用した窓口業務の軽減化

について

•	 市職員の人材確保と職場環境について

後藤雅克 （12 ページ）

•	 豊後大野市職員の人材について

•	 チャット GPT をはじめとする対話型人口知能

(AI） の活用について

高野辰代 （17 ページ）

•	 「こども基本法」 にそった市政の取組について

•	 市の課題解決や施策の展開に向けて横断的な業

務も必要な中、 庁内の連携状況について

吉藤里美 （18 ページ）

•	 人口減少対策について

•	 森林環境譲与税による林業振興と森林環境譲

与税の使途ついて

穴見眞児 （19 ページ）

•	 地域福祉・老人福祉について

原田健蔵 （13 ページ）

•	 エイトピアおおの改修工事について

•	 森林管理について

1212 人人のの議員議員 市政市政がが を問うを問う

6
月19日から21日の３日間にわたり行われた一般質問には 12人の議員が登壇し、 人口減少対

策、 市民の健康管理、 豊後大野市職員の人材についてなど２６項目にわたり、 執行部と活発な

論戦を展開しました。

議会だよりでは、 紙面の都合上、 質問と答弁を要約して掲載しております。

また、議員の写真下に掲載しているＱＲコードをスマートフォンで読み取ることで、一般質問
の録画中継がご覧いただけます。

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問　
　　は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人60分以内の一問一答方式で行っています。

一 般 質 問
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一 般 質 問

大
分
市
は
条
例
改
正
に

よ
り
、
評
価
の
メ
ン
バ
ー

に
市
民
の
代
表
も
加
え
て

公
平
、
公
正
の
面
か
ら
も

機
能
し
て
い
る
。
市
長
は

こ
れ
を
ど
う
お
考
え
か
。

新
し
く
選
定
さ
れ
た
指

定
管
理
者
も
半
年
以
上
経

過
し
た
。
事
業
目
標
の
中

身
と
そ
の
進
捗
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
も
第
５
類

に
移
行
さ
れ
た
。
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
は
な

く
、
市
長
の
生
の
声
で
市

政
の
運
営
等
を
話
し
て
い

た
だ
き
、
市
民
の
生
の
声

を
く
み
取
っ
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
市
長
の
考
え
は
。

昨
年
度
の
実
績
は
、
新

規
事
業
創
出
数
が
目
標

の
３
件
に
対
し
、
ゼ
ロ
件

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
他
の
項
目
で
は
、
施

設
利
用
者
数
や
創
業
セ
ミ

ナ
ー
等
の
参
加
者
数
等
で
、

そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
上
回
る

成
果
を
上
げ
て
い
る
。

市
長
が
各
団
体
や
各
地

域
に
出
向
き
、
直
接
市
民

と
ま
ち
づ
く
り
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
す
る

「
ふ
れ

事
務
事
業
評
価
に
つ
い

て
は
、
約
５
８
０
の
事
務

事
業
の
進
捗
管
理
に
つ
い

て
担
当
係
長
が
１
次
評
価
、

所
属
長
が
２
次
評
価
を

行
っ
て
い
る
。

総
合
戦
略
推
進
委
員

会
で
は
、
産
業
界
や
住
民

代
表
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ

る
外
部
委
員
会
に
お
い
て
、

効
果
検
証
や
見
直
し
に
関

す
る
審
議
を
行
っ
て
い
る
。

質

質

質

答

答

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

商
工
観
光
課
長

総
務
課
長

事務事業評価について事務事業評価について

関係人口交流拠点施設関係人口交流拠点施設ｃｃ
コ コ ミ オコ コ ミ オ

ｏｃｏｍｉｏｏｃｏｍｉｏについてについて

市民と市長との定期的な市民と市長との定期的な
交流会について交流会について

満足度の高い行政サービスの
提供に努める

新規事業を検討している方へのフォローアップ等を進める

多様な手段を通じて意見聴取に努める

▲ 「総合的な探求の時間」 における市長講演会

（三重総合高校） 

無 会 派

川
か わ の

野 辰
た つ の り

徳

答

あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

実
施
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
本
庁
及
び

各
支
所
に
設
置
し
て
い
る

「
意
見
箱
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の

「
ご
意
見
フ
ォ
ー

ム
」
に
よ
り
市
民
等
か
ら

の
ご
意
見
や
ご
提
言
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
の
声
を
拝

聴
し
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
も
、
既

存
事
業
を
活
用
し
た
機
会

の
充
実
を
図
り
、
多
様
な

手
段
を
通
じ
て
市
民
皆
さ

ま
か
ら
の
意
見
聴
取
に
努

め
る
。
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～１２人の市議が市政を問う～

田
園
エ
リ
ア
、
農
業
も

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、

緒
方
川
の
景
観
を
守
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

本

市

の
公

営

住

宅

は

老
朽
化
等
を
理
由
に
よ

り
、
募
集
停
止

・
用
途
廃

止
等
の
政
策
的
空
き
家
が

１
８
４
戸
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
運
用
に
つ
い
て

は
、
施
設

・
整
備
の
点
検

と
併
せ
て
、
建
て
替
え
や

用
途
廃
止
も
検
討
し
な
が

ら
、
居
住
性

・
安
全
性
の

維
持
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

移
住
者
の
方
々
へ
の
情

報
提
供
に
つ
い
て
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
移
住

定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な

ど
を
活
用
し
て
い
る
。

今
後
も
、
地
域
の
魅
力

的
な
情
報
発
信
や
情
報

拡
散
に
努
め
、
移
住
者
の

方
々
の
空
き
家
バ
ン
ク
へ

の
登
録
と
利
用
を
推
進
し

て
い
く
。

「
緒
方
川
と
緒
方
盆
地

の
農
村
景
観
」
が
国
の
重

要
文
化
的
景
観
に
選
定

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大

学
教
授
等
の
専
門
家
で
構

質

答

社
会
教
育
課
長

産
業
建
設
統
括
理
事

市有地の活用と空き家対策は市有地の活用と空き家対策は

適正かつ円滑な管理運営に努めている

▲緒方川と緒方盆地

無 会 派

衞
え と う

藤 竜
た つ や

哉

ど
の
よ
う
に
守
る
文
化
的
景
観

ど
の
よ
う
に
守
る
文
化
的
景
観

多
様
な
立
場
の
方
々
と
協
議
し
保
存
継
承
に
努
め
る

答

成
す
る
委
員
会
を
設
置
し
、

保
存
活
用
や
整
備
等
に
関

す
る
協
議
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

ま
た
、
地
元
自
治
会
や

土
地
改
良
区
、
文
化
財
の

所
有
者
等
で
構
成
す
る
協

議
会
を
設
置
し
て
、
農
村

景
観
の
保
存
活
用
及
び
重

要
な
構
成
要
素
の
整
備
に

関
す
る
検
討
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
多
様
な
立
場

の
方
々
と
協
議
し
な
が
ら

保
存
継
承
に
努
め
る
。

旧

緒

方

村

役

場

は

眺
め
の
良
い
場
所
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ジ
オ
パ
ー
ク
・
エ
コ
パ
ー

ク
活
動
の
一
環
と
し
て
、

内
覧
事
業
を
実
施
す
る

計
画
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク

ガ
イ
ド
会
と
も
連
携
し
て
、

農
村
景
観
を
案
内
す
る
井

路
ガ
イ
ド
を
養
成
し
、
案

内
で
き
る
体
制
を
構
築
し

て
い
く
。

市
営
住
宅
の
現
況
と
維

持
管
理
、
こ
れ
か
ら
の
運

用
は
。
ま
た
、
Ｕ

・
Ｉ

・

Ｊ
タ
ー
ン
の
方
々
へ
の
情

報
提
供
は
で
き
て
い
る
の

か
。 質
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一 般 質 問

緑 政 会

川
か わ の

野 優
ゆ う じ

治

そ
の
他
の
質
問

•	

耕
作
放
棄
地
の
管
理

に
つ
い
て

人口減少にどう取り組む人口減少にどう取り組む

減少に歯止めをかけるための
取り組みを進める

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に

つ
い
て
伺
う
。

関
係
人
口
の
創
出

（
交

流
拠
点
施
設
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｍ
ｉ
ｏ

の
活
動
内
容
）
に
つ
い
て

伺
う
。

本
市
の
空
き
家
バ
ン
ク

は
、
宅
地
建
物
取
引
業

な
ど
の
専
門
的
な
知
識
を

持
っ
た
不
動
産
業
を
中
心

と
す
る
市
内
７
社
に
よ
り

構
成
さ
れ
た

「
豊
後
大

野
市
宅
地
建
物
流
通
セ
ン

タ
ー
」
に
物
件
調
査
業
務

等
を
委
託
し
取
り
組
ん
で

い
る
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
た
空
き
家
バ
ン
ク
の
令

和
４
年
度
の
実
績
は
、
空

き
家
の
物
件
登
録
数
が
41

件
、
利
用
登
録
人
数
が

令
和
５
年
度
に
つ
い
て

は
、
「
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｍ
ｉ
ｏ
」
で

の
活

動

を
さ
ら
に
大

き

く
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、

大
分
県
が
福
岡
市
に
設
置

し
て
い
る
大
学
生
向
け
の

施
設

「
就
職
相
談
支
援
施

設
ド
ッ
ト
」
と
連
携
し
た
、

本
市
へ
の
ツ
ア
ー
企
画
や
、

九
州
移
住
ド
ラ
フ
ト
会
議

質

質

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

答

答

１
６
８
人
と
過
去
最
高
の

登
録
数
と
な
っ
た
が
、
空

き
家
の
需
要
に
対
し
て
供

給
数
が
足
り
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、

市
で
は
制
度
の
広
報
活
動

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
空
き
家
の
利
活
用

に
特
化
し
た
補
助
制
度
を

設
け
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
か

ら
は
、
自
治
会
や
地
域
振

興
協
議
会
を
対
象
と
し
た

空
き
家
の
情
報
提
供
に
対

す
る
奨
励
金
制
度
を
設
け
、

地
域
と
連
携
し
た
移
住
者

確
保
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
空
き
家
対
策
等

を
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
、
市
民
や
移
住
者
等

が
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
の
実

現
を
め
ざ
し
て
い
く
。

へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
等
の
活
動

に
よ
り
、
移
住

・
定
住
や

関
係
人
口
の
創
出
を
図
っ

て
い
く
計
画
と
し
て
い
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
既
に

市
外
に
本
社
を
置
く
２
社

を
誘
致
で
き
て
お
り
、
７

月
か
ら
利
活
用
が
開
始
さ

れ
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

▲関係人口交流拠点施設 cocomio

（緒方町）
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～１２人の市議が市政を問う～

れ い め い 会

佐
さ と う

藤 昭
あ き お

生

そ
の
他
の
質
問

•	

市
職
員
の
人
材
確
保

と
職
場
環
境
に
つ
い

て

市民の健康管理について市民の健康管理について

マイナンバーカードを利用した窓口業務のマイナンバーカードを利用した窓口業務の
軽減化について軽減化について

市民一人ひとりの健康づくりに向けて、
健診を受けやすい体制づくりを推進していく

来庁者及びコンビニサービス利用状況等を
注視しながら対応していく

①
市
が
年
に
１
回
実
施

し
て
い
る
集
団
健
診
の
受

診
割
合
に
つ
い
て
。
②
健

診
の
受
診
結
果
に
よ
る
市

民
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
。

③
市
民
の
医
療
費
の
状
況

に
つ
い
て
。
④
現
在
の
取

り
組
み
状
況
、
今
後
の
対

応
策
に
つ
い
て
。

歯
科
健
診
に
よ
っ
て
歯

の
健
康
を
守
る
こ
と
で
、

全
身
の
健
康
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。
本
市
の
歯

科
健
診
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
所
持
し
て
い
れ
ば
、
県

外
に
い
て
も
コ
ン
ビ
ニ
を

利
用
し
て
住
民
票
等
が
交

付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
キ
オ
ス
ク
端
末

（
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
）
を
市
役

所
本
庁
舎
に
設
置
す
れ
ば

窓
口
業
務
の
軽
減
化
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
、
導
入

計
画
が
あ
る
か
伺
う
。

特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
は
、
受
診
率

44

・
２
％
で
県
内
で
６
番

目
に
高
い
。

生
活
習
慣
病
有
病
率
は

46

・
４
％
で
県
内
で
４
番

目
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
度
国
民
健
康

現
在
本
市
で
は
、
40
歳
、

50
歳
、
60
歳
、
70
歳
の
市

民
を
対
象
に
歯
科
口
腔
健

診
を
実
施
し
て
お
り
、
対

象
者
に
は
無
料
の
ク
ー
ポ

ン
券
を
郵
送
し
て
い
る
。

本
市
で
は
高
齢
者
の
比

率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
窓

口
で
の
交
付
を
希
望
す
る

方
が
多
く
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

費
用
対
効
果
等
も
勘
案

し
た
結
果
、
本
庁
舎
へ
の

キ
オ
ス
ク
端
末
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

質

質

質

市
民
生
活
課
長

市
民
生
活
課
長

市
民
生
活
課
長

答

答

答

▲住民票等が取得できるキオスク端末

（市内のコンビニ）

保
険
の
１
人
当
た
り
医
療

費
は
50
万
７
６
１
１
円
で
、

県
内
で
３
番
目
に
高
い
。

健

診

の
結

果
、

生

活

習
慣
病
の
改
善
が
必
要

と
な
っ
た
方
に
対
し
て
は
、

具
体
的
な
改
善
目
標
を
立

て
な
が
ら
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
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一 般 質 問

新 政 会

後
ご と う

藤 雅
ま さ か つ

克

早期退職希望者の募集は早期退職希望者の募集は
やめるべきではやめるべきでは

現時点では継続する予定

令
和
４
年
度
の
市
職
員

の
退
職
者
数
は
。

私
は
、
こ
の
早
期
退
職

希
望
者
応
募
制
度
は
廃
止

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　

45
歳
か
ら
、
や
っ
と
管

理
職
に
む
け
て
力
を
付
け

て
く
る
職
員
が
、
そ
し
て

管
理
職
ど
真
ん
中
の
職
員

が
早
期
退
職
を
す
る
こ
の

制
度
は
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
と
思

う
し
、
退
職
手
当
の
割
り

増
し
ま
で
し
て
行
う
制
度

な
の
か
甚
だ
疑
問
に
思
う
。

早
期
退
職
者
が
出
れ
ば
、

特
別
負
担
金
を
市
が
負
担

す
る
。
今
こ
そ
早
期
退
職

者
募
集
制
度
を
や
め
る
べ

き
で
は
。

質
問
す
る
と
人
間
の
よ

う
に
答
え
る
対
話
型
人
工

知
能

（
Ａ
Ｉ
）
が
注
目
を

集
め
て
い
る
。
企
業
や
行

政
機
関
は
事
務
作
業
の
効

率
化
に
役
立
つ
と
目
を
付

け
、
試
験
導
入
を
始
め
た

自
治
体
も
あ
る
。
そ
こ
で

本
市
の
活
用
に
つ
い
て
伺

う
。

早
期
退
職
希
望
者
の
応

募
で
退
職
さ
れ
た
人
数
は
。

退
職
者
の
年
齢
構
成
は
。

総
数
で
48
名
。
市
役
所

28
名
、

消
防
本
部
３
名
、

市
民
病
院
17
名
と
な
っ
て

い
る
。

令
和
４
年
度
の
総
数
は

11
名
で
、
40
代
３
名
、
50

代
８
名
と
な
っ
て
い
る
。

20
代
９
名
、
30
代
11
名
、

40
代
５
名
、
50
代
13
名
、

60
歳

（
定
年
退
職
）
10
名

と
な
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
は
今
の
制
度

を
継
続
し
て
い
く
予
定
だ

が
、
今
後
、
国
の
退
職
制

度
も
10
年
か
け
て
65
歳
ま

で
の
定
年
延
長
を
進
め
て

い
く
の
で
、
制
度
の
変
化

が
生
じ
た
場
合
は
適
切
に

対
応
し
た
い
。 

生
成
Ａ
Ｉ
が
さ
ま
ざ
ま

な
利
点
を
も
た
ら
す
一
方

質

質

質

質 質
総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

答

答

答

答

答

チャットＧＰＴ等のＡＩの活用はチャットＧＰＴ等のＡＩの活用は

公的指針に従う

で
、
生
成
Ａ
Ｉ
か
ら
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
さ
れ
た
情
報
の

信
憑
性
や
収
集
さ
れ
る
情

報
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
著

作
権
の
問
題
等
が
国
際
的

に
議
論
さ
れ
て
い
る
。　
　

今
後
、
国
の
動
向
は
も

と
よ
り
、
県
や
他
の
自
治

体
の
取
り
組
み
や
法
整
備

等
の
動
向
を
注
視
し
、
有

効
的
な
活
用
の
公
的
指

針
等
が
示
さ
れ
た
段
階
で
、

効
果
的
な
活
用
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

自治体でも試験導入が進むチャット GPT
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～ 12 人の市議が市政を問う～

れ い め い 会

原
は ら だ

田 健
け ん ぞ う

蔵

こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き

た
役
割
と
成
果
は
。

改
修
工
事
の
経
費
と
概

要
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

公
立
文
化
施
設
と
し
て

特
殊
な
専
門
性
を
有
す
る

こ
と
か
ら
、
コ
ン
サ
ル
等

の
登
用
の
考
え
は
。

人
口
減
少

・
高
齢
化
時

代
を
迎
え
、
今
後
の
活
用

は
。

平
成
10
年
の
開
館
以
降
、

本
格
的
な
文
化
ホ
ー
ル

と
し
て
、
一
線
級
の
著
名

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
公

本
年
度
補
正
予
算
と

し
て
工
事
請
負
費
３
億
２ 

４
５
０
万
円
、
工
事
監
理

委
託
料
２
２
０
万
円
、
令

和
６
年
度
債
務
負
担
行

為
と
し
て
設
備
改
修
事
業

７
億
６
８
５
７
万
円
を
計

上
し
、
２
カ
年
で
実
施
す

る
。概

要
に
つ
い
て
は
、
大

小

ホ
ー
ル
の
舞

台

照

明
、

音
響
、
映
像
設
備
の
更
新

と
付
随
す
る
器
盤
類
の
改

修
も
行
う
予
定
と
し
て
い

る
。タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

本
事
業
で
は
、
工
事
に

際
し
て
工
事
監
理
委
託
を

行
い
、
建
設
課
に
も
業
務

援
助
を
依
頼
す
る
予
定
で

あ
る
。
工
事
管
理
に
万
全

年
間
来
場
者
数
の
平
均

は
５
万
５
千
人
で
、
絵
本

原
画
展
や
ほ
の
ぼ
の
お
お

の
ラ
ブ
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
等
、
市
民

質

質

質

質

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答

答

答

答

演
や
国
民
文
化
祭
、
神

楽
大
会
、
市
芸
術
祭
な

ど
、
芸
術
、
文
化
、
伝

統

文

化

の
鑑

賞

・
発

表
の
場
と
し
て
大
い
に

利
用
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

１
３
０
万
人
を
超
え
る

来
場
者
を
得
て
、
本
市

の
文
化
振
興
に
大
き
く

寄
与
し
て
き
た
。

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
改
修
は

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
改
修
は

10
月
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
実
施
す
る

つ
い
て
は
、
６
月
定
例
会

で
の
議
決
後
、
７
月
か
ら

８
月
に
入
札
を
行
う
。
そ

し
て
、
９
月
定
例
会
で
契

約
議
案
を
上
程
し
、
10
月

か
ら
令
和
６
年
度
に
か
け

て
実
施
す
る
。

を
期
す
る
体
制
が
既
に
構

築
さ
れ
て
お
り
、
コ
ン
サ

ル
等
を
発
注
す
る
考
え
は

な
い
。

が
市
民
の
力
で
市
民
の
た

め
に
行
っ
た
事
業
の
利
用

者
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。

今
後
も
、
本
市
の
文
化

芸
術
の
振
興
発
展
に
寄
与

す
べ
く
事
業
推
進
を
継
続

す
る
。

そ
の
他
の
質
問

•	

森
林
管
理
に
つ
い
て

•	

シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ホ

活
用
へ
の
支
援
に
つ

い
て

▲エイトピアおおの大ホール

1313 （第82号2023.8）



一 般 質 問

新 政 会

嶺
み ね

 英
え い じ

治

観光施設等の再生について観光施設等の再生について

就労人口の確保について就労人口の確保について

長寿命化計画に基づく大規模改修や、
突発的に発生する修繕等を行う

国県等の関連施策を注視し、
市内事業者への効果や影響を研究する

基
点
で
あ
る
原
尻
の
滝

の
遊
歩
道
に
つ
い
て
。

運
転
者
視
認
用
の
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
の
施
工
は
。

旧
緒
方
村
役
場
の
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
の
施
工
は
。

総
合
戦
略
の
進
捗
が
人

口
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
か
。

外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
支
援
は
。

慢
性
的
な
人
手
不
足
に

対
す
る
政
策
は
。

最

寄

り

駅

で

あ

る

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
緒

方
駅
、
そ
の
ト
イ
レ
、
自

転
車
置
場
に
つ
い
て

路
肩
が
崩
れ
る
危
険
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
通
行
止

め
に
し
て
い
る
が
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ
や
、
福

岡

・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ま
で

に
は
周
遊
の
再
開
を
行
い

た
い
。

経
年
に
よ
る
劣
化
は
あ

る
も
の
の
建
て
替
え
や
改

修
す
る
状
況
に
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

今
年
度
よ
り
事
業
着
手

し
、
市
道
緒
方
中
央
線
約

６
・
４
㎞
を
令
和
７
年
度

ま
で
の
３
カ
年
で
完
了
予

定
と
し
て
い
る
。

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
施

工
は

「
環
境
省
が
示
す
「
光

害
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

沿
っ
た
、
環
境
影
響
へ
の

適
正
な
配
慮
が
必
要
に
な

る
。
現
時
点
で
施
工
は
困

難
で
あ
る
が
、
防
犯
対
策

用
と
し
て
の
照
明
は
、
別

途
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
０
６
５
年
の
本
市
の

人

口

は
１
万

３
８
７
４

人
と
の
推
計
値
が
あ
る
。

２
万
人
程
度
を
維
持
で
き

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

該
当
す
る
事
業
所
に
申

請
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。短

期

的

な
政

策
で
雇

用
や
就
労
に
関
す
る
支
援

制
度
の
情
報
発
信
を
行
う
。

長
期
的
な
政
策
で
雇
用
や

就
労
に
関
す
る
施
策
を
粘

り
強
く
継
続
す
る
こ
と
で

市
内
事
業
者
の
人
材
確
保

を
支
援
す
る
。

質

質

質

質

質質

質
総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

答

答答

答

答答答

▲緒方駅開業 100 年イベントの様子
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～ 12 人の市議が市政を問う～

新 政 会

工
く ど う

藤 秀
ひ で の り

典

鳥獣被害対策として支給している鳥獣被害対策として支給している
電気柵に対する補助金について電気柵に対する補助金について

今後も現行の制度を継続する

現
在
鳥
獣
被
害
に
対
す

る
電
気
柵
設
置
に
対
し
て
、

補
助
金
が
支
給
さ
れ
て
い

る
が
、
本
体
機
械
の
更
新

に
は
補
助
が
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
。
本
体
だ
け
の
場

合
で
も
補
助
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

碍が

い

し子
、
支
柱
、
ア
ル
ミ

線
な
ど
は
ま
ず
壊
れ
る
こ

と
は
な
く
、
本
体
部
分
の

み
が
壊
れ
る
。
そ
の
た
め
、

補
助
金
を
も
ら
う
た
め
に

セ
ッ
ト
で
購
入
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
本
体
だ
け
で

の
補
助
金
は
出
せ
な
い
か
。

質

質

旧
朝
地
支
所
の
跡
地
利
用
の

旧
朝
地
支
所
の
跡
地
利
用
の

計
画
に
つ
い
て

計
画
に
つ
い
て

利
活
用
の
方
向
性
を
検
討
す
る

旧
朝
地
支
所
の
跡
地
利

用
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な

計
画
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

地
元
で
家
を
持
ち
た
い

と
い
う
声
を
聞
く
が
、
住

宅
地
と
し
て
分
譲
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

今
後
策
定
す
る
市
有
財

産
の
利
活
用
に
関
す
る
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
利
活

用
の
方
向
性
を
検
討
し
て

い
く
。

旧

朝

地

支

所

が
、

平

井
川
の
洪
水
浸
水
想
定
区

域
内
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
有
す
る
支
所
を
、
よ
り

災
害
リ
ス
ク
の
低
い
現
在

電

気

柵

の
補

助

金

は
、

本

体

機

器
、

ア
ル
ミ
線
、

支
柱
、
碍が

い

し子
の
セ
ッ
ト
に

新
規
の
圃
場
を
想
定
し

て
い
る
の
で
、
更
新
の
た

め
の
補
助
は
現
在
想
定
し

て
い
な
い
。

質

質

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

農
林
整
備
課
長

農
林
整
備
課
長

答

答

答

答

▲旧朝地支所跡地

地
に
移
転
整
備
し
た
。

現
在
も
旧
朝
地
支
所
跡

地
は
洪
水
浸
水
想
定
区
域

内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
住

宅
地
と
し
て
分
譲
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

対
す
る
支
給
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
県
の
有
害
鳥

獣
対
策
関
係
事
業
費
補
助

金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
補

助
を
行
っ
て
い
る
。

県
は
当
該
補
助
に
つ
い

て
、
新
規
の
圃
場
を
想
定

し
て
い
る
た
め
、
現
段
階

で
は
本
体
機
械
の
更
新
は

補
助
対
象
に
な
ら
な
い
と

の
こ
と
で
、
市
と
し
て
も

現
在
の
と
こ
ろ
見
直
し
の

予
定
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

•	

帯
状
疱
疹
に
対
す
る

予
防
接
種
の
補
助
に

つ
い
て

1515 （第82号2023.8）



一 般 質 問

れ い め い 会

春
はる

野
の

慶
けい

司
し

豊後大野市火葬場の残骨灰の処理業務豊後大野市火葬場の残骨灰の処理業務
を一般競争入札に付すことについてを一般競争入札に付すことについて

人口減少を食い止めるための人口減少を食い止めるための
施策としての企業誘致は施策としての企業誘致は

より最善な方法を選択できるよう
今後も努める

国や県と連携しながら、 誘致活動を強化する

大
分
市
は
６
月
23
日
に

一
般
競
争
入
札
を
実
施
す

る
。
令
和
４
年
９
月
定
例

会
で
の
私
の
一
般
質
問
に

対
し
て
は
、
他
市
の
実
施

状
況
を
見
て
検
討
し
た
い

と
の
答
弁
だ
っ
た
。

大
分
市
が
実
施
に
踏
み

切
っ
た
現
在
、
他
市
に
遅

れ
を
と
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
実
施
に
向
け
て
準
備

す
べ
き
で
は
。

質

処
理
業
者
が
残
骨
灰
か

ら
貴
金
属
を
取
り
出
し
て

金
銭
に
替
え
て
い
た
こ
と

は
知
っ
て
い
た
の
か
。

こ
れ
ま
で
人
口
減
少
対

策
と
し
て
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
施
策
が
実
施
さ
れ
て

き
た
が
、
人
口
減
少
は
止

ま
ら
な
い
。
や
は
り
働
く

場
所
が
な
い
と
こ
ろ
に
は

人
は
集
ま
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。

令
和
５
年
３
月
定
例
会

に
お
い
て
、
ほ
か
の
議
員

か
ら
企
業
誘
致
に
つ
い
て

の
一
般
質
問
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
も
関
連
す
る
が
、

私
は
市
が
千
歳
町
に
あ
る

Ｋ
Ｂ
ツ
ヅ
キ
株
式
会
社
大

分
工
場
の
跡
地
を
先
行
取

得
し
、
熊
本
県
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
の
第
３
、
第
４
工
場
ま

た
は
１
次
下
請
企
業
等
を

誘
致
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
い
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

一
般
競
争
入
札
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
進
行
計
画

等
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
お

示
し
で
き
る
状
況
に
な
い

が
、
大
分
市
の
実
績
は
参

残
骨
灰
の
処
理
業
務
に

つ
い
て
は
安
価
な
応
札
金

額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
有

価
物
の
処
理
と
の
相
殺
で

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

た
。

非
常
に
前
向
き
な
提
案

を
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い

る
。
大
規
模
な
用
地
で
あ

り
、
予
算
規
模
も
か
な
り

大
き
な
も
の
に
な
る
た
め
、

慎
重
に
調
査
研
究
を
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

質

質

環
境
衛
生
課
長

環
境
衛
生
課
長

市
長

答

答

答そ
の
他
の
質
問

•	

国
の
異
次
元
の
少
子

化
対
策
に
よ
る
補
助

金
（
ど
の
よ
う
な
名

目
で
来
る
か
は
定
か

で
は
な
い
が
）
の
使

途
に
つ
い
て

▲大野葬祭場 （大野町）

考
に
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
他
市
の
状
況
に
も
注

視
し
な
が
ら
、
最
善
な
方

法
を
選
択
で
き
る
よ
う
今

後
も
努
め
る
。
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～ 12 人の市議が市政を問う～

新 政 会

高
た か の

野 辰
た つ よ

代

「こども基本法」にそった市政の「こども基本法」にそった市政の
取組について取組について

庁内の連携状況について庁内の連携状況について

理事会議を設置している

子ども等の意見を反映させていく

令
和
５
年
４
月
１
日
に

施
行
さ
れ
た

「
こ
ど
も
基

本
法
」
で
は
、
年
齢
や
発

達
の
程
度
に
応
じ
た
子
ど

も
の
意
見
表
明
機
会
の
確

保

・
子
ど
も
の
意
見
の
尊

重
が
基
本
理
念
と
し
て
掲

げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
施
策
の
策
定
等
に
当

た
っ
て
、
子
ど
も
の
意
見

の
反
映
に
係
る
措
置
を
講

ず
る
こ
と
が
自
治
体
に
求

め
ら
れ
、
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
を
め
ざ
し
た
施
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

現
在
の
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
等
を
伺
う
。

市
の
課
題
解
決
や
施
策

の
展
開
に
つ
い
て
、
庁
内

の
連
携
が
あ
る
と
相
互
に

事
業
課
題
を
理
解
し
、
別

の
視
点
で
の
気
づ
き
や
仕

事
の
効
率
化
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
現
状
は
。

予
算
編
成
前
の
係
長
会

議
に
つ
い
て

第
３
の
居
場
所

（
子
ど

も
食
堂
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
）
の
状
況
は
。

子
ど
も
の
意
見
を
聞
い

て
政
策
で
実
現
す
る
こ
と

は
市
へ
の
関
心
や
郷
土
愛

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら

学
校
現
場
は
そ
の
目
的

や
ね
ら
い
に
そ
っ
て
実
践

を
重
ね
、
子
ど
も
た
ち
の

主
体
性
を
育
む
教
育
を
進

め
る
。

こ
ど
も
食
堂
は
三
重
町

で
２
カ
所
、
清
川
町
で
１

カ
所
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
三
重
町
で
は
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
フ
ー
ド

サ
ポ
ー
ト
を
利
用
し
、
朝

食
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

市
内
13
カ
所
あ
り
、
登
録

者
数
は
６
０
２
名
で
待
機

児
童
は
い
な
い
。

子
ど
も
の
意
見
を
聞
き
、

政
策
に
反
映
さ
せ
る
の
は

大
切
な
こ
と
。
い
ろ
い
ろ

な
や
り
方
を
検
討
す
る
。

効
率
的
か
つ
効
果
的
な

行
政
運
営
を
推
進
す
る
た

め
理
事
会
議
を
設
置
。

当
初
予
算
編
成
事
務
説

明
会
に
お
い
て
、
さ
ら
に

関
係
課
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
編
集
作
業
に
取
り
組

む
よ
う
徹
底
す
る
。

質

質質

質質
生
活
福
祉
統
括
理
事

生
活
福
祉
統
括
理
事

市
長

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

答答

答

答答

▲だいちこどもクラブ

「
子
ど
も
提
案
予
算
枠
」

の
考
え
は
な
い
か
。
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一 般 質 問

新 政 会

吉
よ し ふ じ

藤 里
さ と み

美

子どもが激減している現状に歯止めを子どもが激減している現状に歯止めを
かける施策をかける施策を

一段上げた政策の立案を検討する

本
市
に
お
い
て
令
和
４

年
４
月
２
日
か
ら
の
１
年

間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は

１
０
１
人

と
、

前

年

の

１
３
８
人
か
ら
37
人
の
激

減
で
あ
る
。

現
在
、
小
中
一
貫
教
育

校
で
の
教
育
推
進
の
た
め
、

巨
費
を
投
じ
て
校
舎
の
整

備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

せ
っ
か
く
の
校
舎
が
、
今

よ
り
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
の
学
び
舎
に
な
る
よ
う

に
と
願
っ
て
い
る
。

今
後
、
出
生
数
の
増
加
、

ま
た
転
入
に
よ
り
子
ど
も

の
人
数
を
増
や
す
た
め
に

は
、
現
状
の
施
策
以
上
の

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
が
、
執
行
部
の
考
え
は
。

令
和
６
年
度
か
ら
森
林

環
境
税
と
し
て
国
民
１
人

年
額
千
円
が
徴
収
さ
れ
る
。

市
民
の
関
心
も
高
く
な
る

と
思
う
が
、
森
林
環
境
譲

与
税
の
活
用
に
つ
い
て
、

市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
シ
ス
テ
ム
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

質

質

「
若
者
の
市
外
へ
の
転
出

超
過
を
抑
え
る
た
め
の
魅

力
あ
る
働
く
場
の
確
保
」

と

「
本
市
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
力
の
向
上
、
市
産
品
の

生
産

・
販
路
拡
大
」
の
た

め
の
取
り
組
み
を
丁
寧
か

つ
着
実
に
、
粘
り
強
く
進

め
る
こ
と
で
、
総
合
戦
略

の
基
本
目
標
の
一
つ
で
あ

る

「
豊
か
な
く
ら
し
と
仕

事
を
創
る
」
の
実
現
を
め

ざ
す
。

市
と
し
て
は
、
県
森
林

環
境
譲
与
税
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
進
め
て
い
き
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
創

意
工
夫
の
下
に
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
く
。

総
務
企
画
統
括
理
事

農
林
整
備
課
長

答

答

一
極
集
中
す
る
東
京
圏

か
ら
の
移
住
施
策
や
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
、
あ
る
い

は
、
労
働
力
不
足
に
対
応

す
る
外
国
人
の
受
入
れ
な

ど
も
併
せ
、
国
の
施
策
を

注
視
し
な
が
ら
、
少
子
化

対
策
に
向
け
、
一
段
上
げ

た
政
策
の
立
案
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

市民が納得する森林環境譲与税の活用を市民が納得する森林環境譲与税の活用を

ガイドラインに沿って林業振興に取り組む

▲建設中の千歳小中一貫教育校
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～ 12 人の市議が市政を問う～

新 政 会

穴
あ な み

見 眞
し ん じ

児

地域福祉・老人福祉について地域福祉・老人福祉について

地域共生社会の実現に向けて取り組みを進める

地
域
福
祉
の
推
進
体
制

の
強
化

・
充
実
に
つ
い
て

現
状
は
。

介
護
予
防

・
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
た
対
応
は
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
配
置
と
活
動
状

況
に
つ
い
て
。

地
域
で
の
支
え
合
い
に

対
す
る
市
の
考
え
は
。

第
４
期
豊
後
大
野
市
地

域
福
祉
計
画
の
基
本
理
念

の
実
現
に
向
け
て
、
社
会

福
祉
協
議
会
及
び
民
生
委

員

・
児
童
委
員
、
自
治
会
、

関
係
団
体
、
事
業
者
等
に

協
力
を
い
た
だ
き
計
画
を

進
め
て
い
る
。

ま
た
、
計
画
の
進
捗
状

況
等
を
関
係
課
で
共
有
で

き
る
共
通
の
シ
ー
ト
に
よ

り
各
事
業
の
推
進
を
行
っ

て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
「
閉
じ

こ
も
り
リ
ス
ク
」
、
「
運
動

器
機
能
リ
ス
ク
」
、
「
転
倒

リ
ス
ク
」
、
「
地
域
の
身
近

な
場
所
に
お
け
る
通
い
の

場
」
、
「
移
動
支
援
、
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

づ
く
り
」
の
６
つ
の
課
題

が
浮
か
ん
だ
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
身
体
機
能
向

上
を
目
的
と
し
た
送
迎
付

き
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
住

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

高
齢
者
の
生
活
支
援
を

行
う

「
生
活
援
助
サ
ポ
ー

タ
ー
」
な
ど
の
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

豊
後
大
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
、
専
任

職
員
１
名
、
兼
任
職
員
７

名
を
配
置
し
て
い
る
。

活
動
に
つ
い
て
は
、
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
や
地

域
振
興
協
議
会
な
ど
で
住

民
互
助
の
支
え
合
い
活
動

の
普
及
啓
発
や
立
ち
上
げ

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

住
民
同
士
が
支
え
合
う

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
積
極
的
に
実
践

質

質質

質

生
活
福
祉
統
括
理
事

生
活
福
祉
統
括
理
事

生
活
福
祉
統
括
理
事

生
活
福
祉
統
括
理
事

答

答

答

答

▲買い物シミュレーションの様子

　（清川町支え合いのまちづくり仕掛人会）

し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
交

流
と
助
け
合
い
で
地
域
福

祉
が
推
進
さ
れ
、
全
て
の

市
民
が
そ
の
人
ら
し
く
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
豊

後
大
野
市
を
め
ざ
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。
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請　願

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）
】

地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
は
不
足
し
て
お
り
、

疲
弊
す
る
職
場
実
態
に
あ
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
、
ま
た
近
年
多
発
し
て
い
る
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
も

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
の
地
方
財
政
に
つ
い
て
、
政

府
は
「
骨
太
方
針
２
０
２
１
」
に
お
い
て
、
２
０
２
１
年
度

の
地
方
一
般
財
源
水
準
を
２
０
２
４
年
度
ま
で
確
保
す

る
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
増
大
す
る
行
政
需

要
に
十
分
対
応
し
得
る
の
か
、
大
き
な
不
安
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
年
度
の
政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、
地
方
財
政
の

確
立
を
め
ざ
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）
】

学
校
現
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
の
時

間
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

き
め
細
か
い
教
育
活
動
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
少
人

数
学
級
の
実
現
や
す
べ
て
の
職
種
を
含
め
た
抜
本
的
な

教
職
員
定
数
改
善
、
そ
の
た
め
の
国
の
財
源
保
障
が
不

可
欠
で
す
。

来
年
度
政
府
予
算
編
成
で
、
次
の
事
項
が
実
現
さ
れ

る
よ
う
、
国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
提
出
を
請
願
し
ま

す
。

⒈
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

⒉
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た

め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２

分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

⒊
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
複
式
学
級
を

解
消
す
る
こ
と
。

〔請

願

者
〕　

大
分
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

〔
紹
介
議
員
〕　

高

野

辰

代

〔
請

願

者
〕　

大
分
県
教
職
員
組
合
大
野
支
部

〔
請

願

者
〕　

豊
後
大
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

〔
紹
介
議
員
〕　

工

藤

秀

典

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に	

関
す
る
請
願

●
ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を
は
か
る
た

め
の
、
２
０
２
４
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採

択
の
要
請

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

し
、
国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
と
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書
を
可
決

し
、
国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

採
択
採
択

全
会
一
致
で

採
択
採
択

全
会
一
致
で

あなたの意見や要望

請 願
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請　願

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）
】

急
速
に
物
価
が
高
騰
す
る
な
ど
、
経
済
・
社
会
情
勢
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
将
来
不
安
を

払
拭
し
た
う
え
で
個
人
消
費
を
喚
起
し
、
内
需
を
拡
大

さ
せ
て
い
く
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

貴
議
会
に
お
い
て
大
分
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
の

重
要
性
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
う
え
で
、
政
府
関
係
機

関
な
ら
び
に
大
分
労
働
局
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
た
く
請
願
し
ま
す
。

⒈
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
り
経
済
の
自
立
的
成
長

を
実
現
す
る
こ
と
。

⒉
設
定
す
る
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
の
労
働
力
確
保
に
つ

な
が
る
地
域
間
格
差
の
是
正
を
図
る
こ
と
。

⒊
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
影
響
の
検
証
、
各
種

支
援
制
度
の
継
続
と
実
効
あ
る
対
策
を
図
る
こ
と
。

〔請

願

者
〕　

連
合
大
分
南
部
地
域
協
議
会

〔
紹
介
議
員
〕　

原 

田 

健 

蔵

●
２
０
２
３
年
度
大
分
県
最
低
賃
金
の
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書
の
請
願

２
０
２
３
年
度
大
分
県
最
低
賃
金
の
改
正
等
に
関
す
る

意
見
書
を
可
決
し
、
国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
送
付

し
ま
し
た
。

採
択
採
択

全
会
一
致
で

あなたの意見や要望

請 願

意見交換会報告 厚生文教常任委員会＆障がい福祉事業所連絡会

令和5年6月29日に、委員会室において「豊後大野市の障がい福祉事業所を取り巻く状況について」をテー

マに意見交換会が開催されました。豊後大野市障がい福祉事業所連絡会は、15団体が所属しており、松田正

人会長他10名の参加がありました。人材の確保・育成について、利用者の確保・事業所の運営について、障が

い者の地域移行についてなど、活発な意見交換がされました。

〈嶺　委員長コメント〉

事業所のおかれている現

状、課題がよくわかった。障が

い者、ご家族はもとよりそれ

を支える事業所の方々の基盤

強化につながる政策に取り組

まなければと再認識した。

〈松田会長コメント〉

これまで内部で課題を共

有してきたが、今回、議員が

私たちの課題を理解してく

れたことで、明日が見えてき

た。これからも同じ悩みを共

有してほしい。
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議員定数 ・報酬等に関する市民アンケート調査

市民の
皆さまへ

豊後大野市議会の議員定数・報酬等に関する
市民アンケート調査について（お願い）

豊後大野市議会では、本年５月の臨時会において「議員定数・報酬等調査特別委員会」を設置し、

議員定数及び報酬について調査・研究を行っています。

平成17年3月の新市発足以降、議員定数につきましては、２回にわたり、また議員報酬につきまし

ては、１回の見直しを行ってきましたが、今般、再度議員定数及び報酬に関する市民の皆さまの率直

なご意見をお聞きし、今後の話し合いに活用させていただくために実施するものです。

つきましては、アンケートにぜひともご協力を賜りますようお願い申し上げます。

これまでの議員定数・報酬の推移（参考）

１　議員定数の推移

２　議員報酬の推移

（１）平成17年3月合併前　96人

三重町 清川村 緖方町 朝地町 大野町 千歳村 犬飼町

条例定数 18 12 16 12 14 12 12

（２）平成17年4月合併後

平成17年4月から平成21年4月まで　 31人 （合併特例）

平成21年4月から平成25年4月まで 24人 （前回から7人減）

平成25年4月から平成29年4月まで　 22人 （前回から2人減）

平成29年4月から　　　　　　　　　  18人 （前回から4人減）

単位：円　

改正年月 議長報酬月額 副議長報酬月額 議員報酬月額

平成17年4月 379,000 340,000 321,000

平成29年4月 400,000 360,000 340,000

3　大分県内近隣市の定数・報酬額（令和4年12月31日時点） 単位：人・円

市名 人口 定数 議長報酬月額 副議長報酬月額 議員報酬月額

豊後大野市 33,415 18 400,000 360,000 340,000

竹田市 19,890 16 402,000 362,000 340,000

臼杵市 36,137 18 420,000 365,000 340,000

由布市 33,531 18 390,000 350,000 330,000

津久見市 15,868 14 383,000 333,000 310,000

豊後高田市 22,177 16 400,000 360,000 340,000

国東市 26,179 18 390,000 340,000 320,000

杵築市 27,295 18 369,000 324,000 306,000

（第82号2023.8） 22



議員定数 ・報酬等に関する市民アンケート調査

豊後大野市議会の議員定数・報酬に関する市民アンケート
それぞれの質問の答えに、 ○印又は意見等を記載してください。

質問 1　あなたの年齢を教えてください。 （		 ） 歳代

質問 2　あなたのお住まいの地区を教えてください。

　　　　Ａ　三重町	 Ｂ　清川町	 Ｃ　緖方町	 Ｄ　朝地町

　　　　Ｅ　大野町	 Ｆ　千歳町	 Ｇ　犬飼町

質問 3　現在の豊後大野市の議員定数は 18 人ですが、議員数はどの程度が良いと思いますか。

　　　　Ａ　多くてよい  　　（		  ） 人　　　Ｂ　現状でよい　18 人

　　　　Ｃ　少なくてよい （		  ） 人　　　Ｄ　わからない

　　　その理由についてお聞かせください。

質問 4　現在の豊後大野市の議員報酬は 340,000 円ですが、 報酬額はどの程度が良いと 

　　　　　　思いますか。

　　　　Ａ　多くてよい 　（			   ） 円	 Ｂ　現状でよい　340,000 円

　　　　Ｃ　少なくてよい （			   ） 円　	 Ｄ　わからない

　　その理由についてお聞かせください。

質問 5　豊後大野市議会や議員に対するご意見 ・ ご提言がございましたらお聞かせください。

ご協力ありがとうございました。

■このアンケートは令和５年８月３１日㈭までに、 下記のいずれかの方法により回答をお願いし

ます。

①各支所もしくは本庁５階議会事務局まで提出をお願いします。 （切り取り可）

②ＦＡＸで回答用紙を送信してください。 （ＦＡＸ ： 0974-22-8101）

③右記ＱＲコードを読み込み、 専用サイトから回答できます。

✂　

キ
リ
ト
リ　

✂
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四つの花を咲かせよう

笑顔が県下一の学校を目指して
三重中学校では、「三

さんちゅういしん

中維新～県下一へのSTORY～」という生徒会のテー

マを掲げ、 生徒全員がこの学校は笑顔が県下一だと誇れるようになることを目

標としています。 そのために、 特に力を入れている活動が２つあります。

一つ目は、 「三
み と せ ざ か

年坂チャレンジ」 です。 朝、 三年坂や玄関の前に立って登

校する人とあいさつを交わします。学校のあらゆるところから元気な「おはよう」

という声が聞こえ、 朝から皆元気になり、 笑顔で学校生活を送ることができま

す。

二つ目は 「S プロジェクト」 です。 日頃、 頑張っている人に感謝を伝えるス

マイルカードや、 清掃態度を強化して皆が笑顔で学校生活を送れる環境をつ

くっています。

このように、 三重中学校では、 笑顔が県下一の学校という大きな目標を皆

で目指し、 日々の生徒会活動に取り組んでいます。 各専門部で協力し、 お互

いを励ましながら、 全員で笑顔が県下一だと誇れる三重中学校をつくっていき

ます。

私が通う三重東小学校にはたくさんのよいところがあります。 なかでも力

を入れて取り組んでいるのが 「四つの花」 という活動です。 この中には、「あ

いさつの花」、 「思い合いの花」、 「がんばりの花」、 「安全の花」 があります。

三重東小学校では、 毎月、 この四つの花にそった目標をたて、 クラスごとに

取り組んでいます。 特にあいさつの花については、 全校で朝のあいさつ運

動を行い、 気持ちのよいあいさつをする人が増えてきました。 他にも、 なか

よし班活動 （縦割り班活動） に取り組んでおり、 運動会やなかよし班集会、

お店集会、 なかよし班そうじ、 あいさつ運動などを他の学年の仲間と協力し

ながら行っています。 この活動をすることで他の学年と交流し、 仲を深める

ことができています。 みんなが安心できる楽しい学校にするために四つの花

をたくさん咲かせ、 より良い三重東小学校をつくっていきたいです。

三重中学校３年

三重東小学校 6 年

村
む ら も と

元 　 奏
そ う た
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佐
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第
8

2
号

令
和

5
年

8
月

１
日

発
行

市議会ホームページ

では議会だよりの

音声版を聴くことが

できます。

市や議会に対する
　 市民皆さまの思いを紹介

編
集
後
記

82
号
は
市
民
の
皆
さ
ま

に
取
材
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝

し
ま
す
。

補
正
予
算
も
わ
か
り
や

す
い
表
現
に
努
め
ま
し
た
。

現
地
写
真
撮
り
で
改
め
て

感
じ
た
こ
と
は
、
若
い
方

が
住
め
る
環
境
整
備
が
急

務
で
あ
る
こ
と
。
企
業
誘

致
も
ま
っ
た
な
し
で
す
。

（高
野
）

（第82号2023.8） 24


